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うちの子らしさうちの子らしさとと

向き合う向き合うヒントヒント

　「うちの子は周りと違うのかな？」「育てづらさを感じる」など、こ
どものことで不安に感じることはありませんか。
　国の調査では、小・中学生の10人に1人が脳の働きの違いによる
発達の特性があり、支援を必要としているといわれています。
　こどもの特性を理解することは、その子の「強みを生かす」ことに
つながります。特性を深く知り、それに応じた適切な支援を行うこ
とで、こどもが自分らしく成長できる環境を整えることが可能です。

成長に寄り添うために
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落ち着きがない 大きな音が苦手ことばの遅れ

…

「強みを生かす視点」で育む
　発達に心配のあるこどもの「気になる行動」には、こどもを取り巻く環境が大きく影
響します。同じこどもでも、場所や関わる大人、関わり方によって、行動は大きく変
わるのです。だからこそ、支援の出発点は「この子をどう変えるか」ではなく、「どん
な環境ならこの子が力を発揮できるか」であると考えます。「強みを生かす」視点に立
ち、こどもの「得意」「好き」「安心」を手掛かりに、その子のペースで世界を広げる手助
けを続けることが、自己肯定感や新たな挑戦への意欲を育むことにつながるのです。

こどもの育ちを支えるために
　また、就学前はこどもの発達とともに保護者を支えるこ
とも重要です。家庭内に悩みを抱え込まず、専門家と一緒
にこどもの個性を理解し、家庭での関わり方を工夫するな
かで保護者が得る安心感と見通しが、こどもの育ちの土台
となります。さらに、地域で継続的な支援を受けられるこ
とも重要で、相談できる場所や保育所・幼稚園、就学先の
小学校、医療機関との連携が子育ての支えとな
ります。
　取手市立こども発達センターはこうした地域
に根差した実践を続け、取手市の貴重な財産と
なっています。

こどもの育ちを地域で支える専門家からの
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　近年、発達の支援に関する社会的な認知・理解が
広まっています。
　取手市立こども発達センターは、こども一人一人
が輝き、健やかに育っていけるように、サポートし
ていきます。気になることや不安なことがあればお
問い合わせください。�問 こども相談課☎内線1735
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